
食
糧
と
し
て
登
場
し
た
昆
虫
（
２
０
２
２
・
２
・
８
） 

  

二
〇
一
三
年
に
国
連
の
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
が
『
食
用
昆
虫
』
と
い
う
文
書
を
発
表
し
た
。
副
題
の
「
食
料
と
飼

料
の
確
保
の
将
来
展
望
」
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
世
界
の
人
口
が
急
速
に
増
加
し
て
い
く
と
、
二
〇
二
〇
年
代
中
頃
に
は
人

類
が
必
要
と
す
る
タ
ン
パ
ク
質
源
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
、
そ
の
対
策
と
し
て
昆
虫
を
食
料
資
源
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
内

容
で
あ
る
。 

 

昆
虫
と
い
う
と
ゲ
テ
モ
ノ
の
よ
う
で
あ
る
が
、
世
界
で
は
何
千
種
類
も
の
昆
虫
が
日
常
の
食
材
に
な
っ
て
お
り
、
東
南
ア

ジ
ア
の
市
場
で
は
多
種
多
様
な
昆
虫
の
佃
煮
や
串
焼
き
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
日
本
で
も
百
種
以
上
が
食
用
に
な

っ
て
お
り
、
戦
中
戦
後
に
田
舎
に
疎
開
し
て
い
た
人
々
は
イ
ナ
ゴ
を
自
分
で
捕
獲
し
て
佃
煮
に
し
て
栄
養
を
補
充
し
て
い
た

こ
と
も
あ
る
。 

 

昆
虫
が
タ
ン
パ
ク
質
源
不
足
対
策
の
切
札
と
さ
れ
る
の
に
は
種
類
が
豊
富
と
か
繁
殖
が
容
易
と
い
う
以
上
の
理
由
が
あ

る
。
農
業
と
牧
畜
と
い
う
食
糧
生
産
技
術
が
も
た
ら
し
た
地
球
規
模
の
環
境
問
題
へ
の
対
策
で
あ
る
。
第
一
は
森
林
の
破
壊

対
策
で
あ
る
。
人
類
が
農
業
と
牧
畜
を
開
始
す
る
以
前
、
地
球
に
は
六
二
億ha

の
森
林
が
存
在
し
た
が
、
田
畑
や
牧
場
に
改

造
さ
れ
て
き
た
結
果
、
現
在
で
は
四
〇
億
㌶
に
減
少
し
た
。 

 

第
二
は
淡
水
の
不
足
へ
の
対
策
で
あ
る
。
天
水
で
は
な
く
灌
漑
用
水
で
維
持
さ
れ
て
い
る
田
畑
は
過
去
五
〇
年
間
で
二
倍

以
上
に
増
加
し
、
そ
の
結
果
、
人
間
が
消
費
す
る
淡
水
の
七
〇
％
は
農
業
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
結
果
、
世
界
各
地
で
淡
水

争
奪
紛
争
が
急
増
し
、
二
〇
世
紀
は
石
油
の
世
紀
で
あ
っ
た
が
、
二
一
世
紀
は
淡
水
の
世
紀
に
な
る
と
い
う
予
言
が
現
実
に

な
り
つ
つ
あ
る
。 

 

第
三
は
現
在
の
主
要
な
タ
ン
パ
ク
質
源
で
あ
る
鶏
肉
、
豚
肉
、
牛
肉
の
肥
育
に
必
要
な
飼
料
、
淡
水
、
用
地
が
昆
虫
と
比

較
す
る
と
膨
大
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
同
一
の
重
量
の
タ
ン
パ
ク
質
を
生
産
す
る
の
に
必
要
な
飼
料
は
コ
オ
ロ
ギ
を
一
と
す

る
と
、
鶏
肉
は
一
・
五
、
豚
肉
は
二
・
九
、
牛
肉
は
五
・
九
で
あ
り
、
淡
水
は
飼
料
を
育
成
す
る
淡
水
も
合
計
す
る
と
五
七

五
、
八
七
五
、
五
五
〇
〇
に
も
な
る
。 

 

用
地
に
つ
い
て
は
深
刻
で
、
昆
虫
を
基
準
に
す
れ
ば
、
単
位
重
量
あ
た
り
の
タ
ン
パ
ク
質
を
生
産
す
る
た
め
の
面
積
は
鶏

肉
で
五
〇
、
豚
肉
で
六
五
、
牛
肉
で
二
五
〇
の
面
積
を
必
要
と
す
る
。
そ
の
結
果
、
農
地
と
牧
場
の
た
め
、
世
界
全
体
で
は

毎
年
、
九
州
の
面
積
に
匹
敵
す
る
森
林
が
減
少
し
、
ア
マ
ゾ
ン
流
域
だ
け
で
も
山
梨
県
の
面
積
の
三
倍
に
匹
敵
す
る
熱
帯
雨

林
が
伐
採
さ
れ
て
い
る
。 

 

以
上
の
よ
う
な
背
景
か
ら
食
用
昆
虫
が
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
先
行
し
て
き
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
養
殖
か
ら
販
売
ま
で
昆

虫
に
関
連
す
る
企
業
は
す
で
に
一
一
〇
社
以
上
存
在
し
、
ア
メ
リ
カ
の
七
五
社
、
日
本
の
三
三
社
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
。

そ
の
市
場
規
模
は
世
界
で
現
在
七
〇
億
円
程
度
で
あ
る
が
、
五
年
後
に
は
一
四
倍
の
一
〇
〇
〇
億
円
産
業
に
な
る
と
予
測
さ

れ
て
い
る
。 

 

こ
の
動
向
を
人
類
の
食
糧
の
歴
史
の
視
点
か
ら
解
釈
す
る
と
意
義
が
明
瞭
に
な
る
。
農
業
開
始
以
前
、
人
類
は
一
五
〇
〇

種
類
以
上
の
植
物
を
食
料
と
し
て
い
た
が
、
次
第
に
減
少
し
て
現
在
で
は
二
〇
種
程
の
作
物
で
生
活
し
、
コ
メ
、
コ
ム
ギ
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
い
う
三
大
作
物
だ
け
で
九
割
に
な
る
。
時
間
と
と
も
に
食
材
は
単
調
に
な
り
、
料
理
で
多
様
を
確
保
し
て

い
る
の
で
あ
る
。 

 

筆
者
は
世
界
の
多
数
の
先
住
民
族
を
訪
問
し
た
経
験
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
昆
虫
は
当
然
と
し
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
、
ア
ザ
ラ

シ
、
ミ
ツ
ア
リ
な
ど
現
在
の
先
進
諸
国
で
は
見
掛
け
な
い
食
材
が
流
通
し
て
い
る
。
最
初
は
躊
躇
す
る
が
、
実
際
は
美
味
で

あ
る
。
人
口
急
増
の
結
果
と
し
て
昆
虫
が
食
材
と
し
て
登
場
し
て
き
た
が
、
多
様
な
食
事
を
奪
回
す
る
機
会
と
し
て
も
評
価

す
べ
き
で
あ
る
。 


